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研究成果概要 
	 本年度は実用化に向けた技術開発が大きく進展し、実現が期待される次世代ニュート

リノ検出器計画「ハイパーカミオカンデ」に必要な光検出器技術を立証した。 
 
	 大口径 50 cm光検出器は、真空ガラス球の偶発的な爆縮で近隣が連鎖破壊されること
を防ぐためのカバーを必要とする。平成２７年度にステンレス製で開発したカバーを改

良して軽量化し、８０ｍ水深で周囲を破壊しないことを実証してカバーを完成させた。

また、樹脂製でさらに１０ｋｇ軽量化したカバーの開発・試作を行い、４０ｍで周囲を

破壊しないことを確認した。今後増強することで、より大量製造に向いた高品質カバー

も実現を目指せる。 
 
	 50 cm の新型高性能光電子増倍管では、回路部と防水部を改良し、最大出力高を十分

高めたハイパーカミオカンデ用の設計が完成した。これを 140 本製造し、大量製造でも
高品質で供給できることを確認した。また、大型光検出器の同時測定・評価可能な測定

システムを完成させた。これら 140 本の新型光電子増倍管は長期でスーパーカミオカン
デ内にて用いられることになり、一部で新型カバーも用いられる。ハイパーカミオカン

デで使用可能な基幹技術が完成したことになる。 
 
	 従来の光電子増倍管より高い分解能を得られるハイブリッド型光検出器(HPD)では、
より出力波形幅を狭め時間特性を高めたアンプ回路を製作し、防水型の試作機１本を２

００トン水チェレンコフ検出器中に取り付けた。 
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